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マスクが大事！ 

1 
飲酒を伴う懇親会など 

2 

3 

4 

5 

お酒の影響で注意力が低下し、聴覚もマヒして大声になりがち 

大人数や長時間におよぶ飲食 
大人数は大声になって飛沫が飛びやすい 

マスクなしでの会話 
昼カラオケなどで感染事例あり移動中の車・バスの中など注意 

狭い空間での共同生活 
共用スペースでの感染が疑われるケースの報告も 

居場所の切り替わり 
（気の緩みや）環境の変化（休憩中や仕事後）は油断しがち 

（参考資料） 
新型コロナウイルス感染症対策分科会 
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令
和
２
年
11
月
27
日
、
第
２
回
臨

時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ

も
全
議
員
の
賛
成
に
よ
り
、
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

  
 

 

【 

条 
 

例 

】 
 

 
 

 

○
議
案
第
64
号 

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

○
議
案
第
65
号 

奥
多
摩
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例 

○
議
案
第
66
号 

奥
多
摩
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を 

改
正
す
る
条
例 

 
 

   

 

次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
議
員

の
賛
成
に
よ
り
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

  
 

 

【 

条 
 

例 

】 
 

 
 

 

〇
議
員
提
出
議
案
第
２
号 

議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例 

   

     

第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
15
日
か

ら
12
月
18
日
ま
で
の
、
会
期
４
日
間

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ

も
全
議
員
の
賛
成
に
よ
り
、
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

  
 

 

【 

条 
 

例 

】 
 

 
 

 

○
議
案
第
67
号 

 

奥
多
摩
町
議
会
議
員
及
び
奥
多
摩

町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動

の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例 

○
議
案
第
68
号 

 

奥
多
摩
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例 

○
議
案
第
69
号 

奥
多
摩
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例 

○
議
案
第
70
号 

奥
多
摩
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例 

○
議
案
第
71
号 

奥
多
摩
町
営
観
光
施
設
の
設
置
及

び
管
理
運
営
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例 

○
議
案
第
72
号 

奥
多
摩
町
移
住
・
定
住
応
援
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例 

  
 

 

【 

補
正
予
算 

】 
 

 
 

 

○
議
案
第
73
号 

一
般
会
計
（
第
４
号
） 

○
議
案
第
74
号 

 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
３

号
） 

○
議
案
第
75
号 

 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
（
第

２
号
） 

○
議
案
第
76
号 

 

下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
２
号
） 

○
議
案
第
77
号 

 

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計

（
第
１
号
） 

  
 

 

【 

人 
 

事 

】 
 

 
 

 

〇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て 

 

小
峰 

京
子
氏
（
新
任
） 

 

（
氷
川
１
４
８
４
番
地
１
） 

 

 
第
２
回
臨
時
町
議
会 

第
４
回
定
例
町
議
会  

令和 3年 2月5日発行 町 議 会 だ よ り 第 196 号（2）
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「趣旨採択」とは 

陳情に対する議会の意思決定

は、理論的には「採択」か「不

採択」の２種類しかないが、議

会としては、陳情の願意につい

ては十分に理解できるが、実現

性の面で確信が持てないといっ

た場合に採られる陳情に対して

の決定の方法をいいます。 

ＱＲコード 

（１）７番 澤本 幹男議員（４ページ） 

 問 1 奥多摩の総人口５千人割れについ

て 

 問 2 除雪機購入の半額補助について 

（２）11 番 高橋 邦男議員（４ページ） 

 問 2 今後の定住・移住対策の推進につい

て 

 問 2 新型コロナウイルス感染症対策に

ついて 

（３）４番 小山 辰美議員（５ページ） 

 問 1 奥多摩町地域応援券について 

（４）３番 相田恵美子議員（５ページ） 

 問 1 福祉避難所のあり方について 

 問 2 公園について 

（５）９番 石田 芳英議員（６ページ） 

 問 1 不耕作の畑の有効活用について 

（６）５番 木村  圭議員（６ページ） 

問 2 新型コロナウイルス感染症対策の

財源ついて 

（７）８番 小峰 陽一議員（７ページ） 

問1令和元年１０月の台風により日原地

域が長期間孤立化した事に対する今

後の対策について 

（８）10 番 宮野  亨議員（７ページ） 

問 1 東京都後期高齢者医療における住

所地特例について 

 問 2 グリーン社会の実現へについて 

（９）２番 森田 紀子議員（８ページ） 

問 1「農地バンク事業」の活用について 

（10）１番 伊藤 英人議員（８ページ） 

問1地域応援券にみる町の課題について 

（11）６番 大澤由香里議員（９ページ） 

問 1 学校給食について 

問 2 町営駐車場のあり方について 

問 3 核兵器禁止条約について 

 

 

 

 

こ
の
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
の
は
、

陳
情
１
件
で
、
次
の
よ
う
に
決
定
し

ま
し
た
。 

 

 
 

【
趣
旨
採
択
と
し
た
も
の
】 

 
 

 
 

 

〇
陳
情
第
２
号 

奥
多
摩
病
院
の
存
続
・
充
実
を
求
め

る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て
の
陳
情

書 

 

 

陳
情
審
査
報
告
書
は
、
最
終
ペ
ー

ジ(

10
ペ
ー
ジ)

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

           

                            

                            

                          

 

 令和２年第４回定例会では、11 名の議員が一般質問を行いました。ここでは、紙面の都合により、

内容を要約して質問者順に掲載しています。質問・答弁の全文は、２月中旬頃より、ホームページで

閲覧できます。再質問についても掲載しています。（町ホームページ～町議会～会議記録（結果））  

 町ホームページは、スマートフォン・タブレット端末等でもご覧いただけます。   

 また、町内各図書館でも会議録をご覧いただけます。 

令和 3年 2月5日発行町 議 会 だ よ り第 196 号（3）
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 4
質
問
１
奥
多
摩
町
の
総
人
口
が
つ
い
に

５
千
人
を
割
り
４
９
９
０
人
と
な
っ
た
。

総
人
口
が
５
千
人
割
れ
と
聞
い
て
残
念
に

思
う
町
民
も
多
い
と
思
う
。
町
は
平
成
27

年
か
ら
第
５
期
長
期
総
合
計
画
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
少
子
化
対
策
や
若
者
定
住
化
対

策
を
町
の
最
重
点
課
題
と
し
て
若
者
定
住

推
進
課
を
設
置
し
年
少
人
口
と
生
産
年
齢

人
口
の
増
加
に
対
応
し
て
き
た
。
長
期
総

合
計
画
で
予
想
し
た
人
口
よ
り
実
際
は
５

百
人
程
多
い
。
し
か
し
計
画
で
あ
り
現
実

に
総
人
口
が
５
千
人
台
か
ら
４
千
人
台
に

な
る
こ
と
は
心
理
的
に
も
っ
と
人
口
が
減

っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
な
る
。

町
は
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

質
問
２
今
年
の
冬
は
大
雪
と
な
る
予
想

で
あ
り
実
際
に
全
国
各
地
で
は
大
雪
と
な

っ
て
大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
。そ
こ
で
、

除
雪
時
の
大
変
さ
を
少
し
で
も
軽
減
す
る

た
め
の
除
雪
機
を
購
入
す
る
希
望
が
あ
る

町
民
に
対
し
て
購
入
金
額
の
半
額
補
助
を

提
案
す
る
。 

町
長
１
奥
多
摩
町
の
総
人
口
は
昭
和
30

年
に
１
万
５
５
９
４
人
で
あ
っ
た
が
、
12

月
１
日
現
在
の
人
口
は
４
９
９
０
人
と
な

っ
た
。
長
期
総
合
計
画
策
定
時
よ
り
実
際

の
人
口
が
計
画
を
上
回
り
一
定
の
成
果

が
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
だ
が
地
域
経
済
の

活
性
化
の
チ
ャ
ン
ス
も
あ
り
地
域
の
充

足
度
は
定
住
人
口
だ
け
で
な
く
地
域
と

多
様
に
関
わ
る
人
と
の
質
的
な
充
足
が

大
切
と
考
え
、
人
間
で
い
う
体
幹
を
鍛
え

て
様
々
な
困
難
に
立
ち
向
か
え
る
よ
う

体
質
改
善
を
行
い
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て

「
関
係
人
口
」
へ
働
き
か
け
奥
多
摩
町
固

有
の
価
値
・
存
在
意
義
を
認
識
し
高
め
て

発
信
し
て
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
致
さ
せ
魅
力
あ
る
町
を
つ
く
る
。 

町
長
２
町
で
は
平
成
10
年
に
各
自
治
会

に
除
雪
機
を
配
布
し
た
。
近
年
は
住
民
の

減
少
や
高
齢
化
で
除
雪
作
業
が
大
き
な

負
担
で
あ
る
。
購
入
の
半
額
補
助
は
今
後

制
度
設
計
の
問
題
や
財
源
確
保
の
問
題

等
が
あ
る
が
検
討
・
研
究
し
て
い
く
。 

 

質
問
若
者
世
代
と
と
も
に
、
こ
の
町
で
の

い
な
か
暮
ら
し
を
望
ん
で
い
る
中
高
年
層

や
単
身
者
、起
業
を
志
す
方
な
ど
が
定
住
・

移
住
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
支
援
事
業

を
さ
ら
に
推
進
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
は
、
世
代
を
超
え
た
定
住
・

移
住
の
推
進
を
考
え
る
時
に
き
て
い
る
と

思
う
。
今
後
の
定
住
・
移
住
対
策
の
推
進

に
対
す
る
町
の
考
え
は
。
ま
た
、
定
住
・

移
住
希
望
者
や
空
家
の
状
況
、
家
主
の
方

の
思
い
は
。 

町
長
移
住
・
定
住
を
推
進
す
る
に
は
、
現

在
暮
ら
し
て
い
る
住
民
皆
さ
ん
が
健
康

で
幸
せ
で
あ
る
こ
と
と
、
町
の
魅
力
を
高

め
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
町
の
第
５
期
長
期
総
合
計
画

の
５
つ
の
基
本
方
針
を
確
実
に
実
現
し
、

生
涯
を
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
「
住
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
」

ま
ち
の
実
現
を
図
る
こ
と
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
こ
の
基
本
方
針
の
も
と
、「
住

み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
」
方
の
受
け
皿

と
し
て
の
住
環
境
の
充
実
と
、
支
援
事
業

を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。
「
奥
多

摩
に
暮
ら
し
た
い
人
登
録
バ
ン
ク
」
へ
は

380
世
帯
１
２
４
１
人
の
方
が
登
録
し
て

い
る
。
し
か
し
、
町
営
住
宅
や
斡
旋
で
き

る
空
家
も
少
な
く
、
住
環
境
は
そ
れ
に
追

い
つ
い
て
い
な
い
。
ま
た
、
空
家
所
有
者

の
意
向
は
、
85
件
が
売
却
・
賃
貸
・
寄
付

を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
回
答
を
い
た

だ
き
、
町
の
施
策
に
対
し
て
、
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。
こ
の

町
に
魅
力
を
感
じ
、「
住
み
た
い
・
働
き
た

い
」
と
思
っ
て
い
る
方
に
対
し
て
、
町
の

「
子
育
て
支
援
・
定
住
応
援
総
合
窓
口
」

が
一
括
で
相
談
を
受
け
、
切
れ
目
な
い
相

談
体
制
を
図
り
、
さ
ら
に
は
、
町
全
体
で

町
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
誰
も
が
「
住
み

た
い
・
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
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の
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・
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の
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進
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町
の
魅
力
を
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め
、
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も
が
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み
た
い
・

住
み
続
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た
い
ま
ち
づ
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り
を
推
進
す
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質
問
１
奥
多
摩
町
の
総
人
口
が
つ
い
に

５
千
人
を
割
り
４
９
９
０
人
と
な
っ
た
。

総
人
口
が
５
千
人
割
れ
と
聞
い
て
残
念
に

思
う
町
民
も
多
い
と
思
う
。
町
は
平
成
27

年
か
ら
第
５
期
長
期
総
合
計
画
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
少
子
化
対
策
や
若
者
定
住
化
対

策
を
町
の
最
重
点
課
題
と
し
て
若
者
定
住

推
進
課
を
設
置
し
年
少
人
口
と
生
産
年
齢

人
口
の
増
加
に
対
応
し
て
き
た
。
長
期
総

合
計
画
で
予
想
し
た
人
口
よ
り
実
際
は
５

百
人
程
多
い
。
し
か
し
計
画
で
あ
り
現
実

に
総
人
口
が
５
千
人
台
か
ら
４
千
人
台
に

な
る
こ
と
は
心
理
的
に
も
っ
と
人
口
が
減

っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
な
る
。

町
は
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

質
問
２
今
年
の
冬
は
大
雪
と
な
る
予
想

で
あ
り
実
際
に
全
国
各
地
で
は
大
雪
と
な

っ
て
大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
。そ
こ
で
、

除
雪
時
の
大
変
さ
を
少
し
で
も
軽
減
す
る

た
め
の
除
雪
機
を
購
入
す
る
希
望
が
あ
る

町
民
に
対
し
て
購
入
金
額
の
半
額
補
助
を

提
案
す
る
。 

町
長
１
奥
多
摩
町
の
総
人
口
は
昭
和
30

年
に
１
万
５
５
９
４
人
で
あ
っ
た
が
、
12

月
１
日
現
在
の
人
口
は
４
９
９
０
人
と
な

っ
た
。
長
期
総
合
計
画
策
定
時
よ
り
実
際

の
人
口
が
計
画
を
上
回
り
一
定
の
成
果

が
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
だ
が
地
域
経
済
の

活
性
化
の
チ
ャ
ン
ス
も
あ
り
地
域
の
充

足
度
は
定
住
人
口
だ
け
で
な
く
地
域
と

多
様
に
関
わ
る
人
と
の
質
的
な
充
足
が

大
切
と
考
え
、
人
間
で
い
う
体
幹
を
鍛
え

て
様
々
な
困
難
に
立
ち
向
か
え
る
よ
う

体
質
改
善
を
行
い
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て

「
関
係
人
口
」
へ
働
き
か
け
奥
多
摩
町
固

有
の
価
値
・
存
在
意
義
を
認
識
し
高
め
て

発
信
し
て
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
致
さ
せ
魅
力
あ
る
町
を
つ
く
る
。 

町
長
２
町
で
は
平
成
10
年
に
各
自
治
会

に
除
雪
機
を
配
布
し
た
。
近
年
は
住
民
の

減
少
や
高
齢
化
で
除
雪
作
業
が
大
き
な

負
担
で
あ
る
。
購
入
の
半
額
補
助
は
今
後

制
度
設
計
の
問
題
や
財
源
確
保
の
問
題

等
が
あ
る
が
検
討
・
研
究
し
て
い
く
。 

 

質
問
若
者
世
代
と
と
も
に
、
こ
の
町
で
の

い
な
か
暮
ら
し
を
望
ん
で
い
る
中
高
年
層

や
単
身
者
、起
業
を
志
す
方
な
ど
が
定
住
・

移
住
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
支
援
事
業

を
さ
ら
に
推
進
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
は
、
世
代
を
超
え
た
定
住
・

移
住
の
推
進
を
考
え
る
時
に
き
て
い
る
と

思
う
。
今
後
の
定
住
・
移
住
対
策
の
推
進

に
対
す
る
町
の
考
え
は
。
ま
た
、
定
住
・

移
住
希
望
者
や
空
家
の
状
況
、
家
主
の
方

の
思
い
は
。 

町
長
移
住
・
定
住
を
推
進
す
る
に
は
、
現

在
暮
ら
し
て
い
る
住
民
皆
さ
ん
が
健
康

で
幸
せ
で
あ
る
こ
と
と
、
町
の
魅
力
を
高

め
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
町
の
第
５
期
長
期
総
合
計
画

の
５
つ
の
基
本
方
針
を
確
実
に
実
現
し
、

生
涯
を
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
「
住
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
」

ま
ち
の
実
現
を
図
る
こ
と
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
こ
の
基
本
方
針
の
も
と
、「
住

み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
」
方
の
受
け
皿

と
し
て
の
住
環
境
の
充
実
と
、
支
援
事
業

を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。
「
奥
多

摩
に
暮
ら
し
た
い
人
登
録
バ
ン
ク
」
へ
は

380
世
帯
１
２
４
１
人
の
方
が
登
録
し
て

い
る
。
し
か
し
、
町
営
住
宅
や
斡
旋
で
き

る
空
家
も
少
な
く
、
住
環
境
は
そ
れ
に
追

い
つ
い
て
い
な
い
。
ま
た
、
空
家
所
有
者

の
意
向
は
、
85
件
が
売
却
・
賃
貸
・
寄
付

を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
回
答
を
い
た

だ
き
、
町
の
施
策
に
対
し
て
、
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。
こ
の

町
に
魅
力
を
感
じ
、「
住
み
た
い
・
働
き
た

い
」
と
思
っ
て
い
る
方
に
対
し
て
、
町
の

「
子
育
て
支
援
・
定
住
応
援
総
合
窓
口
」

が
一
括
で
相
談
を
受
け
、
切
れ
目
な
い
相

談
体
制
を
図
り
、
さ
ら
に
は
、
町
全
体
で

町
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
誰
も
が
「
住
み

た
い
・
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
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質
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町
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千
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り
４
９
９
０
人
と
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。
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人
口
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千
人
割
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と
聞
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念
に

思
う
町
民
も
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と
思
う
。
町
は
平
成
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か
ら
第
５
期
長
期
総
合
計
画
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
少
子
化
対
策
や
若
者
定
住
化
対
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を
町
の
最
重
点
課
題
と
し
て
若
者
定
住

推
進
課
を
設
置
し
年
少
人
口
と
生
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年
齢
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口
の
増
加
に
対
応
し
て
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た
。
長
期
総

合
計
画
で
予
想
し
た
人
口
よ
り
実
際
は
５

百
人
程
多
い
。
し
か
し
計
画
で
あ
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現
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に
総
人
口
が
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千
人
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４
千
人
台
に

な
る
こ
と
は
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的
に
も
っ
と
人
口
が
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く
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
な
る
。

町
は
ど
の
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に
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え
て
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る
の
か
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質
問
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今
年
の
冬
は
大
雪
と
な
る
予
想

で
あ
り
実
際
に
全
国
各
地
で
は
大
雪
と
な
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て
大
変
な
思
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を
し
て
い
る
。そ
こ
で
、

除
雪
時
の
大
変
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を
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で
も
軽
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す
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た
め
の
除
雪
機
を
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入
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る
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望
が
あ
る

町
民
に
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て
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入
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額
の
半
額
補
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を

提
案
す
る
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長
１
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多
摩
町
の
総
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は
昭
和
30
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に
１
万
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９
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人
で
あ
っ
た
が
、
12
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１
日
現
在
の
人
口
は
４
９
９
０
人
と
な

っ
た
。
長
期
総
合
計
画
策
定
時
よ
り
実
際

の
人
口
が
計
画
を
上
回
り
一
定
の
成
果

が
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
だ
が
地
域
経
済
の

活
性
化
の
チ
ャ
ン
ス
も
あ
り
地
域
の
充

足
度
は
定
住
人
口
だ
け
で
な
く
地
域
と

多
様
に
関
わ
る
人
と
の
質
的
な
充
足
が

大
切
と
考
え
、
人
間
で
い
う
体
幹
を
鍛
え

て
様
々
な
困
難
に
立
ち
向
か
え
る
よ
う

体
質
改
善
を
行
い
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て

「
関
係
人
口
」
へ
働
き
か
け
奥
多
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町
固

有
の
価
値
・
存
在
意
義
を
認
識
し
高
め
て

発
信
し
て
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
致
さ
せ
魅
力
あ
る
町
を
つ
く
る
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町
長
２
町
で
は
平
成
10
年
に
各
自
治
会

に
除
雪
機
を
配
布
し
た
。
近
年
は
住
民
の

減
少
や
高
齢
化
で
除
雪
作
業
が
大
き
な

負
担
で
あ
る
。
購
入
の
半
額
補
助
は
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後

制
度
設
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の
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や
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源
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の
問
題

等
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、
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に
は
、
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が
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幸
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と
、
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の
魅
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と
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ま
た
、
空
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所
有
者

の
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が
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・
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・
寄
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を
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る
と
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を
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だ
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、
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の
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に
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、
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理
解
・

ご
協
力
を
お
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こ
の
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に
魅
力
を
感
じ
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み
た
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・
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と
思
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る
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・
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全
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の
魅
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を
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る
こ
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に
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、
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も
か
ら
お
年
寄
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ま
で
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と
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づ
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を
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進
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て
い
き
た
い
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質
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１
奥
多
摩
町
の
総
人
口
が
つ
い
に

５
千
人
を
割
り
４
９
９
０
人
と
な
っ
た
。

総
人
口
が
５
千
人
割
れ
と
聞
い
て
残
念
に

思
う
町
民
も
多
い
と
思
う
。
町
は
平
成
27

年
か
ら
第
５
期
長
期
総
合
計
画
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
少
子
化
対
策
や
若
者
定
住
化
対

策
を
町
の
最
重
点
課
題
と
し
て
若
者
定
住

推
進
課
を
設
置
し
年
少
人
口
と
生
産
年
齢

人
口
の
増
加
に
対
応
し
て
き
た
。
長
期
総

合
計
画
で
予
想
し
た
人
口
よ
り
実
際
は
５

百
人
程
多
い
。
し
か
し
計
画
で
あ
り
現
実

に
総
人
口
が
５
千
人
台
か
ら
４
千
人
台
に

な
る
こ
と
は
心
理
的
に
も
っ
と
人
口
が
減

っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
な
る
。

町
は
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

質
問
２
今
年
の
冬
は
大
雪
と
な
る
予
想

で
あ
り
実
際
に
全
国
各
地
で
は
大
雪
と
な

っ
て
大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
。そ
こ
で
、

除
雪
時
の
大
変
さ
を
少
し
で
も
軽
減
す
る

た
め
の
除
雪
機
を
購
入
す
る
希
望
が
あ
る

町
民
に
対
し
て
購
入
金
額
の
半
額
補
助
を

提
案
す
る
。 

町
長
１
奥
多
摩
町
の
総
人
口
は
昭
和
30

年
に
１
万
５
５
９
４
人
で
あ
っ
た
が
、
12

月
１
日
現
在
の
人
口
は
４
９
９
０
人
と
な

っ
た
。
長
期
総
合
計
画
策
定
時
よ
り
実
際

の
人
口
が
計
画
を
上
回
り
一
定
の
成
果

が
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
だ
が
地
域
経
済
の

活
性
化
の
チ
ャ
ン
ス
も
あ
り
地
域
の
充

足
度
は
定
住
人
口
だ
け
で
な
く
地
域
と

多
様
に
関
わ
る
人
と
の
質
的
な
充
足
が

大
切
と
考
え
、
人
間
で
い
う
体
幹
を
鍛
え

て
様
々
な
困
難
に
立
ち
向
か
え
る
よ
う

体
質
改
善
を
行
い
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て

「
関
係
人
口
」
へ
働
き
か
け
奥
多
摩
町
固

有
の
価
値
・
存
在
意
義
を
認
識
し
高
め
て

発
信
し
て
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
致
さ
せ
魅
力
あ
る
町
を
つ
く
る
。 

町
長
２
町
で
は
平
成
10
年
に
各
自
治
会

に
除
雪
機
を
配
布
し
た
。
近
年
は
住
民
の

減
少
や
高
齢
化
で
除
雪
作
業
が
大
き
な

負
担
で
あ
る
。
購
入
の
半
額
補
助
は
今
後

制
度
設
計
の
問
題
や
財
源
確
保
の
問
題

等
が
あ
る
が
検
討
・
研
究
し
て
い
く
。 

 

質
問
若
者
世
代
と
と
も
に
、
こ
の
町
で
の

い
な
か
暮
ら
し
を
望
ん
で
い
る
中
高
年
層

や
単
身
者
、起
業
を
志
す
方
な
ど
が
定
住
・

移
住
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
支
援
事
業

を
さ
ら
に
推
進
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
は
、
世
代
を
超
え
た
定
住
・

移
住
の
推
進
を
考
え
る
時
に
き
て
い
る
と

思
う
。
今
後
の
定
住
・
移
住
対
策
の
推
進

に
対
す
る
町
の
考
え
は
。
ま
た
、
定
住
・

移
住
希
望
者
や
空
家
の
状
況
、
家
主
の
方

の
思
い
は
。 

町
長
移
住
・
定
住
を
推
進
す
る
に
は
、
現

在
暮
ら
し
て
い
る
住
民
皆
さ
ん
が
健
康

で
幸
せ
で
あ
る
こ
と
と
、
町
の
魅
力
を
高

め
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
町
の
第
５
期
長
期
総
合
計
画

の
５
つ
の
基
本
方
針
を
確
実
に
実
現
し
、

生
涯
を
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
「
住
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
」

ま
ち
の
実
現
を
図
る
こ
と
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
こ
の
基
本
方
針
の
も
と
、「
住

み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
」
方
の
受
け
皿

と
し
て
の
住
環
境
の
充
実
と
、
支
援
事
業

を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。
「
奥
多

摩
に
暮
ら
し
た
い
人
登
録
バ
ン
ク
」
へ
は

380
世
帯
１
２
４
１
人
の
方
が
登
録
し
て

い
る
。
し
か
し
、
町
営
住
宅
や
斡
旋
で
き

る
空
家
も
少
な
く
、
住
環
境
は
そ
れ
に
追

い
つ
い
て
い
な
い
。
ま
た
、
空
家
所
有
者

の
意
向
は
、
85
件
が
売
却
・
賃
貸
・
寄
付

を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
回
答
を
い
た

だ
き
、
町
の
施
策
に
対
し
て
、
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。
こ
の

町
に
魅
力
を
感
じ
、「
住
み
た
い
・
働
き
た

い
」
と
思
っ
て
い
る
方
に
対
し
て
、
町
の

「
子
育
て
支
援
・
定
住
応
援
総
合
窓
口
」

が
一
括
で
相
談
を
受
け
、
切
れ
目
な
い
相

談
体
制
を
図
り
、
さ
ら
に
は
、
町
全
体
で

町
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
誰
も
が
「
住
み

た
い
・
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
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に
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に
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的
に
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と
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が
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の
で
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と
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の
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に
全
国
各
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思
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時
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の
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と
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時
よ
り
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の
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が
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を
上
回
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一
定
の
成
果

が
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た
。
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ナ
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だ
が
地
域
経
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の

活
性
化
の
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ス
も
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地
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の
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は
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だ
け
で
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く
地
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と
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に
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と
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は
定
住
人
口
だ
け
で
な
く
地
域
と

多
様
に
関
わ
る
人
と
の
質
的
な
充
足
が

大
切
と
考
え
、
人
間
で
い
う
体
幹
を
鍛
え

て
様
々
な
困
難
に
立
ち
向
か
え
る
よ
う

体
質
改
善
を
行
い
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て

「
関
係
人
口
」
へ
働
き
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け
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多
摩
町
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有
の
価
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・
存
在
意
義
を
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識
し
高
め
て

発
信
し
て
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
致
さ
せ
魅
力
あ
る
町
を
つ
く
る
。 

町
長
２
町
で
は
平
成
10
年
に
各
自
治
会

に
除
雪
機
を
配
布
し
た
。
近
年
は
住
民
の

減
少
や
高
齢
化
で
除
雪
作
業
が
大
き
な

負
担
で
あ
る
。
購
入
の
半
額
補
助
は
今
後

制
度
設
計
の
問
題
や
財
源
確
保
の
問
題

等
が
あ
る
が
検
討
・
研
究
し
て
い
く
。 
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者
世
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と
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、
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の
町
で
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な
か
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ら
し
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・
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、
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え
た
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の
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を
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に
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と
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。
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後
の
定
住
・
移
住
対
策
の
推
進

に
対
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町
の
考
え
は
。
ま
た
、
定
住
・

移
住
希
望
者
や
空
家
の
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、
家
主
の
方

の
思
い
は
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長
移
住
・
定
住
を
推
進
す
る
に
は
、
現

在
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ら
し
て
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る
住
民
皆
さ
ん
が
健
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で
幸
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で
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る
こ
と
と
、
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の
魅
力
を
高
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る
こ
と
が
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と
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て
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る
。
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の
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は
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５
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５
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と
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こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
町
の
第
５
期
長
期
総
合
計
画

の
５
つ
の
基
本
方
針
を
確
実
に
実
現
し
、

生
涯
を
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
「
住
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
」

ま
ち
の
実
現
を
図
る
こ
と
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
こ
の
基
本
方
針
の
も
と
、「
住

み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
」
方
の
受
け
皿

と
し
て
の
住
環
境
の
充
実
と
、
支
援
事
業

を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。
「
奥
多

摩
に
暮
ら
し
た
い
人
登
録
バ
ン
ク
」
へ
は

380
世
帯
１
２
４
１
人
の
方
が
登
録
し
て

い
る
。
し
か
し
、
町
営
住
宅
や
斡
旋
で
き

る
空
家
も
少
な
く
、
住
環
境
は
そ
れ
に
追

い
つ
い
て
い
な
い
。
ま
た
、
空
家
所
有
者

の
意
向
は
、
85
件
が
売
却
・
賃
貸
・
寄
付

を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
回
答
を
い
た

だ
き
、
町
の
施
策
に
対
し
て
、
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。
こ
の

町
に
魅
力
を
感
じ
、「
住
み
た
い
・
働
き
た

い
」
と
思
っ
て
い
る
方
に
対
し
て
、
町
の

「
子
育
て
支
援
・
定
住
応
援
総
合
窓
口
」

が
一
括
で
相
談
を
受
け
、
切
れ
目
な
い
相

談
体
制
を
図
り
、
さ
ら
に
は
、
町
全
体
で

町
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
誰
も
が
「
住
み

た
い
・
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
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多
摩
の
総
人
口
５
千
人
割
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い
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除
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機
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入
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額
補
助
に
つ
い
て 

問 

今
後
の
定
住
・
移
住
対
策
の
推
進
に
つ
い

て 

答 

町
の
魅
力
を
高
め
、
誰
も
が
住
み
た
い
・

住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
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関
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き
か
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新
ラ
イ
フ
ス
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イ
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る 
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検
討
・
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す
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清新会 
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質
問
昨
年
度
実
施
さ
れ
た
奥
多
摩
町
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
限
定
実
施
さ
れ
た

為
、
事
業
が
盛
り
上
が
ら
な
か
っ
た
。
今

回
の
地
域
応
援
券
は
希
望
さ
れ
る
す
べ
て

の
町
民
が
対
象
で
あ
り
飲
食
店
や
個
人
事

業
者
の
応
援
が
あ
る
。
し
か
し
、
高
齢
者

や
買
い
物
弱
者
が
頼
り
に
す
る
移
動
販
売

事
業
者
が
町
外
の
た
め
取
り
扱
い
店
舗
か

ら
外
れ
て
い
る
。
町
民
の
為
に
町
外
の
移

動
販
売
事
業
者
に
対
し
て
奥
多
摩
町
地
域

応
援
券
加
盟
店
に
参
加
で
き
な
い
の
か
伺

う
。 

町
長
国
か
ら
交
付
さ
れ
た
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
町
に
お
け
る

有
効
な
活
用
手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
感

染
症
の
拡
大
に
よ
り
経
営
に
大
き
な
影

響
を
受
け
て
い
る
町
内
事
業
者
へ
の
迅

速
な
支
援
、
落
ち
込
ん
で
い
る
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
一
人
一
万
五
千

円
を
使
用
で
き
る
地
域
応
援
券
を
希
望

さ
れ
る
す
べ
て
の
住
民
に
配
布
、
町
内
で

活
用
い
た
だ
く
こ
と
が
最
も
効
果
的
で

あ
る
と
判
断
し
、
実
施
し
て
い
る
。
今
回

の
地
域
応
援
券
事
業
の
大
き
な
目
的
と

し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
よ
り
経
営
に
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
る
町
内
の
事
業
者
に
支
援
し
、
落

ち
込
ん
で
い
る
地
域
経
済
を
活
性
化
さ

せ
る
目
的
で
あ
り
、
町
外
の
移
動
販
売
事

業
者
は
対
象
で
は
な
い
。
事
業
終
了
後
の

利
用
実
績
等
を
検
証
し
、
今
後
、
研
究
し

た
い
。 

            

質
問
福
祉
避
難
所
と
は
高
齢
者
・
障
が
い

者
等
配
慮
を
必
要
と
す
る
方（
＝
当
事
者
）

を
受
け
入
れ
る
避
難
所
で
あ
る
。
奥
多
摩

町
の
福
祉
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
福

祉
避
難
所
は
二
次
避
難
所
の
扱
い
と
な
っ

て
い
る
。
当
事
者
は
、
一
次
避
難
所
に
避

難
後
に
二
次
避
難
所
に
移
動
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
国
の
避
難
レ
ベ

ル
で
は
一
般
の
避
難
所
は
レ
ベ
ル
４
で
全

員
避
難
に
対
し
当
事
者
は
レ
ベ
ル
３
で
の

避
難
が
促
さ
れ
る
。
以
上
ふ
ま
え
、
３
点

質
問
す
る
。 

①
レ
ベ
ル
３
の
段
階
で
当
事
者
は
直
接
福

祉
避
難
所
に
避
難
可
能
に
で
き
な
い
か
。 

②
福
祉
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
の

際
に
当
事
者
の
方
を
検
討
委
員
と
し
て
入

れ
て
頂
く
こ
と
は
可
能
か
。 

③
現
在
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
４
施
設 

と
協
定
を
締
結
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
協 

定
先
を
増
や
す
予
定
は
あ
る
か
。 

町
長
内
閣
府
が
平
成
28
年
に
定
め
た
福

祉
避
難
所
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
、

要
配
慮
者
と
位
置
づ
け
た
人
々
に
対
し
、

一
般
避
難
所
で
は
支
障
が
想
定
さ
れ
る

た
め
、
二
次
避
難
所
と
し
て
福
祉
避
難
所

を
設
置
し
受
け
入
れ
る
と
し
て
い
る
。 

現
在
、
町
で
は
専
門
的
人
材
や
設
備
、
介

護
用
品
な
ど
を
保
有
す
る
町
内
４
か
所

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
福
祉
避
難

所
の
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。 

①
国
は
来
年
度
、
警
戒
レ
ベ
ル
の
運
用
の

見
直
し
を
予
定
。
そ
の
内
容
を
ふ
ま
え
て
、

来
年
度
末
ま
で
に
町
の
地
域
防
災
計
画

を
改
訂
す
る
と
共
に
福
祉
避
難
所
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。 

②
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
時
に
は
当
事
者

の
み
な
ら
ず
、
専
門
的
な
立
場
の
方
々
の

声
を
聴
き
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

③
現
段
階
で
は
物
理
的
、
人
材
的
等
の
観

点
か
ら
協
定
先
を
増
や
す
こ
と
は
難
し

い
。 

   

問 

奥
多
摩
町
地
域
応
援
券
に
つ
い
て 

問 

福
祉
避
難
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て 

答 

地
域
防
災
計
画
の
改
訂
の
際
に
福
祉
避
難
所
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
検
討
す
る 

山なみ会 

小山
こ や ま

 辰
たつ

美
み

議員 

ガジュマルの会 

相田
あ い だ

恵美子
え み こ

議員 

答 

コ
ロ
ナ
禍
経
済
低
迷
の
応
援
が
主
で
あ
り 

町
外
の
移
動
販
売
者
は
今
後
研
究
す
る 
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と
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（
シ
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ア
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と
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も
の
が
あ
る
が
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で
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入
は
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何
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長
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農
地
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等
の
規
制
が
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り
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に
点
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し
不
耕
作
と
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る
小
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模
の
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の
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が
難
し
い
実
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も
あ
る

が
、
同
じ
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題
を
抱
え
る
自
治
体
の
活
用

事
例
等
を
参
考
に
今
後
研
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し
て
い
く
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②
市
民
農
園
を
開
設
す
る
場
合
「
特
定
農

地
貸
付
法
」
に
よ
る
も
の
、「
市
民
農
園
整

備
促
進
法
」
に
よ
る
も
の
、「
農
園
利
用
方

式
」
の
３
つ
の
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が
あ
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ま
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ふ
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」
は
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市
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農
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に
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に
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を
も
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が
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と
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の
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は
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に
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は
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で
は
不
可
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で

あ
る
。
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「
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付
法
」「
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は
施
設
整
備
の
要
件
は
な
い

が
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の
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を
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と
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る
こ
と
か

ら
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は
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し
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が
、
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５
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中
の
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・
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ム
の
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か
ら
、
引
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続
き
遊
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地
や
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作
放
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地
の
活
用
に
つ
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て
検
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・
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つ
い
て
は
、
国
内
外

を
見
渡
し
て
も
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

下
に
あ
る
と
考
え
る
。
現
状
、
充
当
未
済

の
特
定
財
源
が
あ
る
が
、
必
要
に
応
じ
て

次
年
度
に
も
活
用
で
き
る
予
算
処
置
を

講
じ
、
国
・
都
を
始
め
近
隣
自
治
体
や
関

係
機
関
と
情
報
連
携
を
図
り
、
常
に
住
民

生
活
へ
の
配
慮
を
行
う
と
と
も
に
感
染

拡
大
防
止
に
資
す
る
情
報
提
供
と
啓
発

活
動
等
に
も
努
め
て
行
く
考
え
で
あ
る
。 
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活
用
事
例
等
を
参
考
に
今
後
研
究
し
て
い
く 
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質
問
令
和
元
年
１０
月
の
台
風
に
よ
り
、
日

原
街
道
の
大
沢
地
区
で
発
生
し
た
道
路
崩

壊
で
全
面
交
通
止
に
な
っ
た
。
同
年
１０
月

２１
日
に
は
架
設
歩
道
が
設
置
さ
れ
、
令
和

２
年
５
月
７
日
に
は
片
側
通
行
が
可
能
と

な
っ
た
が
、こ
の
間
約
７
ヶ
月
を
要
し
た
。

東
京
都
に
よ
る
と
全
面
復
旧
は
、
令
和
３

年
１
月
と
の
こ
と
で
１５
ヶ
月
を
要
す
る

こ
と
と
な
る
が
、今
回
の
事
例
に
つ
い
て
、

次
の
様
な
対
応
が
必
要
と
考
え
る
が
、
町

の
考
え
を
問
う
。 

①
日
原
街
道
道
路
崩
壊
等
の
危
険
な
箇
所

の
調
査
を
す
る
。 

②
日
原
地
区
に
常
設
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
設
置

す
る
。（
以
前
か
ら
要
望
あ
り
） 

③
日
常
並
び
に
災
害
時
に
活
用
で
き
る
ド

ロ
ー
ン
の
導
入
。 

④
迂
回
路
の
設
置
（
行
き
止
ま
り
道
路
の

解
消
）。 

町
長
①
東
京
都
は
５
年
毎
に
全
路
線
全

斜
面
の
「
定
期
点
検
調
査
」
を
実
施
。
危

険
度
に
よ
り
ラ
ン
ク
１
「
対
策
が
必
要
と

判
断
」、
ラ
ン
ク
２
「
防
災
カ
ル
テ
を
作
成

し
対
応
」、
ラ
ン
ク
３
「
特
に
新
た
な
対
応

が
必
要
な
い
」
。
ラ
ン
ク
１
及
び
２
は
毎

年
１
回
「
特
別
点
検
調
査
」
を
実
施
。 

３
日
に
１
度
道
路
の
巡
回
点
検
を
実
施
。

日
原
街
道
は
、
ラ
ン
ク
１
「
６５
箇
所
」
、

ラ
ン
ク
２
「
９２
箇
所
」
、
ラ
ン
ク
３
「
１８

箇
所
」
。
毎
年
計
画
的
に
改
修
工
事
を
実

施
し
て
お
り
、
引
き
続
き
整
備
を
お
願
い

し
て
い
く
。 

②
東
京
都
の
予
算
編
成
時
期
に
「
山
間
部

町
村
へ
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
設
置
」
を
引
き

続
き
要
望
し
て
い
く
。 

③
東
京
都
の
防
災
訓
練
の
一
環
と
し
て

峰
谷
地
区
で
実
践
的
な
訓
練
が
行
わ
れ

た
。
東
京
都
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
対

応
し
て
い
く
。 

④
今
回
の
災
害
を
踏
ま
え
て
、
東
京
都
に

新
た
に
要
望
し
て
い
く
。 

   

質
問
国
民
健
康
保
険
制
度
や
介
護
保
険

制
度
で
は
、
区
市
町
村
の
間
で
財
政
上
の

不
均
衡
回
避
の
た
め
に
住
所
地
特
例
制
度

が
あ
る
。
し
か
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
お
い
て
は
、
都
内
の
住
所
異
動
者
に

対
し
て
住
所
地
特
例
が
適
用
さ
れ
て
い
な

い
。
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
住
所
地
特
例
制
度
に
つ
い
て
、
対

象
施
設
が
一
部
の
区
市
町
村
に
偏
在
し
、

財
政
負
担
が
生
じ
て
お
り
、
何
ら
か
の
財

政
調
整
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
を

示
し
た
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
３
点
質
問
す

る
。
①
奥
多
摩
町
は
受
け
入
れ
超
過
自
治

体
中
、
影
響
額
の
多
い
方
か
ら
の
順
位
と

年
間
影
響
額
の
試
算
は
ど
う
か
。
②
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
交
付
金
の
活
用
に
関
す
る
町

の
見
解
は
。
③
よ
り
強
く
国
に
対
し
て
法

令
改
正
を
求
め
る
考
え
は
あ
る
か
。 

町
長
本
制
度
は
他
の
自
治
体
に
あ
る
対

象
施
設
に
転
出
し
た
際
、
転
出
前
の
自
治

体
の
被
保
険
者
と
し
て
資
格
が
継
続
す

る
制
度
で
、
①
調
査
結
果
で
は
、
島
し
ょ

部
を
含
む
都
内
62
団
体
中
、
奥
多
摩
町

の
年
間
受
け
入
れ
超
過
数
は
113
人
で
、

制
度
上
、
町
が
負
担
す
る
額
は
約
８００
万

円
と
、
都
内
で
は
１０
番
目
、
多
摩
地
域
で

は
９
番
目
、
西
多
摩
地
域
で
は
、
６
番
目

に
多
い
試
算
。
②
国
の
交
付
金
総
額
の

25
％
が
広
域
連
合
配
分
額
で
75
％
が
市

区
町
村
配
分
額
。
奥
多
摩
町
の
令
和
２
年

度
分
の
交
付
金
総
額
は
、
現
時
点
で
約

５００
万
円
と
推
計
、
内
訳
は
、
健
診
受
診
率

割
合
の
配
分
額
は
約
１０７
万
円
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
率
割
の
配
分
額
は

約
１７
万
円
、
施
設
偏
在
割
の
配
分
額
は

約
３７６
万
円
に
な
る
と
東
京
都
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
か
ら
報
告
さ
れ
た
。
③

恒
久
的
な
も
の
で
は
な
く
、
住
所
地
特
例

に
よ
る
財
政
負
担
不
均
衡
の
抜
本
的
な

解
消
に
は
、
法
改
正
が
必
要
と
考
え
る
。

他
の
自
治
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
法

改
正
も
含
め
制
度
の
見
直
し
を
求
め
て

い
く
。 
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大
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で
全
面
交
通
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に
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っ
た
。
同
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月
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に
は
架
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歩
道
が
設
置
さ
れ
、
令
和

２
年
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日
に
は
片
側
通
行
が
可
能
と

な
っ
た
が
、こ
の
間
約
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ヶ
月
を
要
し
た
。

東
京
都
に
よ
る
と
全
面
復
旧
は
、
令
和
３

年
１
月
と
の
こ
と
で
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ヶ
月
を
要
す
る

こ
と
と
な
る
が
、今
回
の
事
例
に
つ
い
て
、

次
の
様
な
対
応
が
必
要
と
考
え
る
が
、
町

の
考
え
を
問
う
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日
原
街
道
道
路
崩
壊
等
の
危
険
な
箇
所

の
調
査
を
す
る
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②
日
原
地
区
に
常
設
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
設
置

す
る
。（
以
前
か
ら
要
望
あ
り
） 

③
日
常
並
び
に
災
害
時
に
活
用
で
き
る
ド

ロ
ー
ン
の
導
入
。 

④
迂
回
路
の
設
置
（
行
き
止
ま
り
道
路
の

解
消
）。 

町
長
①
東
京
都
は
５
年
毎
に
全
路
線
全

斜
面
の
「
定
期
点
検
調
査
」
を
実
施
。
危

険
度
に
よ
り
ラ
ン
ク
１
「
対
策
が
必
要
と

判
断
」、
ラ
ン
ク
２
「
防
災
カ
ル
テ
を
作
成

し
対
応
」、
ラ
ン
ク
３
「
特
に
新
た
な
対
応

が
必
要
な
い
」
。
ラ
ン
ク
１
及
び
２
は
毎

年
１
回
「
特
別
点
検
調
査
」
を
実
施
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日
に
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度
道
路
の
巡
回
点
検
を
実
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。

日
原
街
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は
、
ラ
ン
ク
１
「
６５
箇
所
」
、

ラ
ン
ク
２
「
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箇
所
」
、
ラ
ン
ク
３
「
１８

箇
所
」
。
毎
年
計
画
的
に
改
修
工
事
を
実
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し
て
お
り
、
引
き
続
き
整
備
を
お
願
い

し
て
い
く
。 

②
東
京
都
の
予
算
編
成
時
期
に
「
山
間
部

町
村
へ
の
ヘ
リ
ポ
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ト
の
設
置
」
を
引
き

続
き
要
望
し
て
い
く
。 

③
東
京
都
の
防
災
訓
練
の
一
環
と
し
て

峰
谷
地
区
で
実
践
的
な
訓
練
が
行
わ
れ

た
。
東
京
都
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
対

応
し
て
い
く
。 

④
今
回
の
災
害
を
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ま
え
て
、
東
京
都
に

新
た
に
要
望
し
て
い
く
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中
、
影
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額
の
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の
順
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と

年
間
影
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の
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は
ど
う
か
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ン

セ
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ブ
交
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金
の
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用
に
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る
町

の
見
解
は
。
③
よ
り
強
く
国
に
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て
法

令
改
正
を
求
め
る
考
え
は
あ
る
か
。 

町
長
本
制
度
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他
の
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治
体
に
あ
る
対
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に
転
出
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た
際
、
転
出
前
の
自
治

体
の
被
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と
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て
資
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が
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、
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ょ

部
を
含
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内
62
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中
、
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摩
町

の
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間
受
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入
れ
超
過
数
は
113
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で
、

制
度
上
、
町
が
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担
す
る
額
は
約
８００
万

円
と
、
都
内
で
は
１０
番
目
、
多
摩
地
域
で

は
９
番
目
、
西
多
摩
地
域
で
は
、
６
番
目

に
多
い
試
算
。
②
国
の
交
付
金
総
額
の

25
％
が
広
域
連
合
配
分
額
で
75
％
が
市

区
町
村
配
分
額
。
奥
多
摩
町
の
令
和
２
年

度
分
の
交
付
金
総
額
は
、
現
時
点
で
約

５００
万
円
と
推
計
、
内
訳
は
、
健
診
受
診
率

割
合
の
配
分
額
は
約
１０７
万
円
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
率
割
の
配
分
額
は

約
１７
万
円
、
施
設
偏
在
割
の
配
分
額
は

約
３７６
万
円
に
な
る
と
東
京
都
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
か
ら
報
告
さ
れ
た
。
③

恒
久
的
な
も
の
で
は
な
く
、
住
所
地
特
例

に
よ
る
財
政
負
担
不
均
衡
の
抜
本
的
な

解
消
に
は
、
法
改
正
が
必
要
と
考
え
る
。

他
の
自
治
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
法

改
正
も
含
め
制
度
の
見
直
し
を
求
め
て

い
く
。 
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と
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町
長
①
東
京
都
は
５
年
毎
に
全
路
線
全

斜
面
の
「
定
期
点
検
調
査
」
を
実
施
。
危

険
度
に
よ
り
ラ
ン
ク
１
「
対
策
が
必
要
と

判
断
」、
ラ
ン
ク
２
「
防
災
カ
ル
テ
を
作
成

し
対
応
」、
ラ
ン
ク
３
「
特
に
新
た
な
対
応

が
必
要
な
い
」
。
ラ
ン
ク
１
及
び
２
は
毎

年
１
回
「
特
別
点
検
調
査
」
を
実
施
。 

３
日
に
１
度
道
路
の
巡
回
点
検
を
実
施
。

日
原
街
道
は
、
ラ
ン
ク
１
「
６５
箇
所
」
、

ラ
ン
ク
２
「
９２
箇
所
」
、
ラ
ン
ク
３
「
１８

箇
所
」
。
毎
年
計
画
的
に
改
修
工
事
を
実

施
し
て
お
り
、
引
き
続
き
整
備
を
お
願
い

し
て
い
く
。 

②
東
京
都
の
予
算
編
成
時
期
に
「
山
間
部

町
村
へ
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
設
置
」
を
引
き

続
き
要
望
し
て
い
く
。 

③
東
京
都
の
防
災
訓
練
の
一
環
と
し
て

峰
谷
地
区
で
実
践
的
な
訓
練
が
行
わ
れ

た
。
東
京
都
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
対

応
し
て
い
く
。 

④
今
回
の
災
害
を
踏
ま
え
て
、
東
京
都
に

新
た
に
要
望
し
て
い
く
。 

   

質
問
国
民
健
康
保
険
制
度
や
介
護
保
険

制
度
で
は
、
区
市
町
村
の
間
で
財
政
上
の

不
均
衡
回
避
の
た
め
に
住
所
地
特
例
制
度

が
あ
る
。
し
か
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
お
い
て
は
、
都
内
の
住
所
異
動
者
に

対
し
て
住
所
地
特
例
が
適
用
さ
れ
て
い
な

い
。
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
住
所
地
特
例
制
度
に
つ
い
て
、
対

象
施
設
が
一
部
の
区
市
町
村
に
偏
在
し
、

財
政
負
担
が
生
じ
て
お
り
、
何
ら
か
の
財

政
調
整
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
を

示
し
た
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
３
点
質
問
す

る
。
①
奥
多
摩
町
は
受
け
入
れ
超
過
自
治

体
中
、
影
響
額
の
多
い
方
か
ら
の
順
位
と

年
間
影
響
額
の
試
算
は
ど
う
か
。
②
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
交
付
金
の
活
用
に
関
す
る
町

の
見
解
は
。
③
よ
り
強
く
国
に
対
し
て
法

令
改
正
を
求
め
る
考
え
は
あ
る
か
。 

町
長
本
制
度
は
他
の
自
治
体
に
あ
る
対

象
施
設
に
転
出
し
た
際
、
転
出
前
の
自
治

体
の
被
保
険
者
と
し
て
資
格
が
継
続
す

る
制
度
で
、
①
調
査
結
果
で
は
、
島
し
ょ

部
を
含
む
都
内
62
団
体
中
、
奥
多
摩
町

の
年
間
受
け
入
れ
超
過
数
は
113
人
で
、

制
度
上
、
町
が
負
担
す
る
額
は
約
８００
万

円
と
、
都
内
で
は
１０
番
目
、
多
摩
地
域
で

は
９
番
目
、
西
多
摩
地
域
で
は
、
６
番
目

に
多
い
試
算
。
②
国
の
交
付
金
総
額
の

25
％
が
広
域
連
合
配
分
額
で
75
％
が
市

区
町
村
配
分
額
。
奥
多
摩
町
の
令
和
２
年

度
分
の
交
付
金
総
額
は
、
現
時
点
で
約

５００
万
円
と
推
計
、
内
訳
は
、
健
診
受
診
率

割
合
の
配
分
額
は
約
１０７
万
円
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
率
割
の
配
分
額
は

約
１７
万
円
、
施
設
偏
在
割
の
配
分
額
は

約
３７６
万
円
に
な
る
と
東
京
都
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
か
ら
報
告
さ
れ
た
。
③

恒
久
的
な
も
の
で
は
な
く
、
住
所
地
特
例

に
よ
る
財
政
負
担
不
均
衡
の
抜
本
的
な

解
消
に
は
、
法
改
正
が
必
要
と
考
え
る
。

他
の
自
治
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
法

改
正
も
含
め
制
度
の
見
直
し
を
求
め
て

い
く
。 
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が
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要
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が
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と
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の
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を
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。（
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常
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び
に
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に
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用
で
き
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ン
の
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入
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迂
回
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の
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行
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ま
り
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路
の
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の
「
定
期
点
検
調
査
」
を
実
施
。
危

険
度
に
よ
り
ラ
ン
ク
１
「
対
策
が
必
要
と

判
断
」、
ラ
ン
ク
２
「
防
災
カ
ル
テ
を
作
成

し
対
応
」、
ラ
ン
ク
３
「
特
に
新
た
な
対
応

が
必
要
な
い
」
。
ラ
ン
ク
１
及
び
２
は
毎

年
１
回
「
特
別
点
検
調
査
」
を
実
施
。 

３
日
に
１
度
道
路
の
巡
回
点
検
を
実
施
。

日
原
街
道
は
、
ラ
ン
ク
１
「
６５
箇
所
」
、

ラ
ン
ク
２
「
９２
箇
所
」
、
ラ
ン
ク
３
「
１８

箇
所
」
。
毎
年
計
画
的
に
改
修
工
事
を
実

施
し
て
お
り
、
引
き
続
き
整
備
を
お
願
い

し
て
い
く
。 

②
東
京
都
の
予
算
編
成
時
期
に
「
山
間
部

町
村
へ
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
設
置
」
を
引
き

続
き
要
望
し
て
い
く
。 

③
東
京
都
の
防
災
訓
練
の
一
環
と
し
て

峰
谷
地
区
で
実
践
的
な
訓
練
が
行
わ
れ

た
。
東
京
都
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
対

応
し
て
い
く
。 

④
今
回
の
災
害
を
踏
ま
え
て
、
東
京
都
に

新
た
に
要
望
し
て
い
く
。 

   

質
問
国
民
健
康
保
険
制
度
や
介
護
保
険

制
度
で
は
、
区
市
町
村
の
間
で
財
政
上
の

不
均
衡
回
避
の
た
め
に
住
所
地
特
例
制
度

が
あ
る
。
し
か
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
お
い
て
は
、
都
内
の
住
所
異
動
者
に

対
し
て
住
所
地
特
例
が
適
用
さ
れ
て
い
な

い
。
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
住
所
地
特
例
制
度
に
つ
い
て
、
対

象
施
設
が
一
部
の
区
市
町
村
に
偏
在
し
、

財
政
負
担
が
生
じ
て
お
り
、
何
ら
か
の
財

政
調
整
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
を

示
し
た
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
３
点
質
問
す

る
。
①
奥
多
摩
町
は
受
け
入
れ
超
過
自
治

体
中
、
影
響
額
の
多
い
方
か
ら
の
順
位
と

年
間
影
響
額
の
試
算
は
ど
う
か
。
②
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
交
付
金
の
活
用
に
関
す
る
町

の
見
解
は
。
③
よ
り
強
く
国
に
対
し
て
法

令
改
正
を
求
め
る
考
え
は
あ
る
か
。 

町
長
本
制
度
は
他
の
自
治
体
に
あ
る
対

象
施
設
に
転
出
し
た
際
、
転
出
前
の
自
治

体
の
被
保
険
者
と
し
て
資
格
が
継
続
す

る
制
度
で
、
①
調
査
結
果
で
は
、
島
し
ょ

部
を
含
む
都
内
62
団
体
中
、
奥
多
摩
町

の
年
間
受
け
入
れ
超
過
数
は
113
人
で
、

制
度
上
、
町
が
負
担
す
る
額
は
約
８００
万

円
と
、
都
内
で
は
１０
番
目
、
多
摩
地
域
で

は
９
番
目
、
西
多
摩
地
域
で
は
、
６
番
目

に
多
い
試
算
。
②
国
の
交
付
金
総
額
の

25
％
が
広
域
連
合
配
分
額
で
75
％
が
市

区
町
村
配
分
額
。
奥
多
摩
町
の
令
和
２
年

度
分
の
交
付
金
総
額
は
、
現
時
点
で
約

５００
万
円
と
推
計
、
内
訳
は
、
健
診
受
診
率

割
合
の
配
分
額
は
約
１０７
万
円
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
率
割
の
配
分
額
は

約
１７
万
円
、
施
設
偏
在
割
の
配
分
額
は

約
３７６
万
円
に
な
る
と
東
京
都
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
か
ら
報
告
さ
れ
た
。
③

恒
久
的
な
も
の
で
は
な
く
、
住
所
地
特
例

に
よ
る
財
政
負
担
不
均
衡
の
抜
本
的
な

解
消
に
は
、
法
改
正
が
必
要
と
考
え
る
。

他
の
自
治
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
法

改
正
も
含
め
制
度
の
見
直
し
を
求
め
て

い
く
。 

 

清新会 

小峰
こ み ね

 陽一
よういち

議員 

問 

令
和
元
年
10
月
の
台
風
に
よ
り
日
原
地
域
が

長
期
間
孤
立
化
し
た 

今
後
の
対
策
は 

答 

東
京
都
に
実
現
に
向
け
た
「
取
り
組
み
」、「
働
き
掛
け
」

を
行
い
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
く 

問 

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
に
お
け
る
住
所

地
特
例
に
つ
い
て 

答 

他
の
自
治
体
と
連
携
を
図
り
、
法
改
正
も
含

め
制
度
の
見
直
し
を
国
に
求
め
て
い
く 

公明党 

宮野
み や の

  亨
とおる

議員 

 7
質
問
令
和
元
年
１０
月
の
台
風
に
よ
り
、
日

原
街
道
の
大
沢
地
区
で
発
生
し
た
道
路
崩

壊
で
全
面
交
通
止
に
な
っ
た
。
同
年
１０
月

２１
日
に
は
架
設
歩
道
が
設
置
さ
れ
、
令
和

２
年
５
月
７
日
に
は
片
側
通
行
が
可
能
と

な
っ
た
が
、こ
の
間
約
７
ヶ
月
を
要
し
た
。

東
京
都
に
よ
る
と
全
面
復
旧
は
、
令
和
３

年
１
月
と
の
こ
と
で
１５
ヶ
月
を
要
す
る

こ
と
と
な
る
が
、今
回
の
事
例
に
つ
い
て
、

次
の
様
な
対
応
が
必
要
と
考
え
る
が
、
町

の
考
え
を
問
う
。 

①
日
原
街
道
道
路
崩
壊
等
の
危
険
な
箇
所

の
調
査
を
す
る
。 

②
日
原
地
区
に
常
設
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
設
置

す
る
。（
以
前
か
ら
要
望
あ
り
） 

③
日
常
並
び
に
災
害
時
に
活
用
で
き
る
ド

ロ
ー
ン
の
導
入
。 

④
迂
回
路
の
設
置
（
行
き
止
ま
り
道
路
の

解
消
）。 

町
長
①
東
京
都
は
５
年
毎
に
全
路
線
全

斜
面
の
「
定
期
点
検
調
査
」
を
実
施
。
危

険
度
に
よ
り
ラ
ン
ク
１
「
対
策
が
必
要
と

判
断
」、
ラ
ン
ク
２
「
防
災
カ
ル
テ
を
作
成

し
対
応
」、
ラ
ン
ク
３
「
特
に
新
た
な
対
応

が
必
要
な
い
」
。
ラ
ン
ク
１
及
び
２
は
毎

年
１
回
「
特
別
点
検
調
査
」
を
実
施
。 

３
日
に
１
度
道
路
の
巡
回
点
検
を
実
施
。

日
原
街
道
は
、
ラ
ン
ク
１
「
６５
箇
所
」
、

ラ
ン
ク
２
「
９２
箇
所
」
、
ラ
ン
ク
３
「
１８

箇
所
」
。
毎
年
計
画
的
に
改
修
工
事
を
実

施
し
て
お
り
、
引
き
続
き
整
備
を
お
願
い

し
て
い
く
。 

②
東
京
都
の
予
算
編
成
時
期
に
「
山
間
部

町
村
へ
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
設
置
」
を
引
き

続
き
要
望
し
て
い
く
。 

③
東
京
都
の
防
災
訓
練
の
一
環
と
し
て

峰
谷
地
区
で
実
践
的
な
訓
練
が
行
わ
れ

た
。
東
京
都
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
対

応
し
て
い
く
。 

④
今
回
の
災
害
を
踏
ま
え
て
、
東
京
都
に

新
た
に
要
望
し
て
い
く
。 

   

質
問
国
民
健
康
保
険
制
度
や
介
護
保
険

制
度
で
は
、
区
市
町
村
の
間
で
財
政
上
の

不
均
衡
回
避
の
た
め
に
住
所
地
特
例
制
度

が
あ
る
。
し
か
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
お
い
て
は
、
都
内
の
住
所
異
動
者
に

対
し
て
住
所
地
特
例
が
適
用
さ
れ
て
い
な

い
。
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
住
所
地
特
例
制
度
に
つ
い
て
、
対

象
施
設
が
一
部
の
区
市
町
村
に
偏
在
し
、

財
政
負
担
が
生
じ
て
お
り
、
何
ら
か
の
財

政
調
整
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
を

示
し
た
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
３
点
質
問
す

る
。
①
奥
多
摩
町
は
受
け
入
れ
超
過
自
治

体
中
、
影
響
額
の
多
い
方
か
ら
の
順
位
と

年
間
影
響
額
の
試
算
は
ど
う
か
。
②
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
交
付
金
の
活
用
に
関
す
る
町

の
見
解
は
。
③
よ
り
強
く
国
に
対
し
て
法

令
改
正
を
求
め
る
考
え
は
あ
る
か
。 

町
長
本
制
度
は
他
の
自
治
体
に
あ
る
対

象
施
設
に
転
出
し
た
際
、
転
出
前
の
自
治

体
の
被
保
険
者
と
し
て
資
格
が
継
続
す

る
制
度
で
、
①
調
査
結
果
で
は
、
島
し
ょ

部
を
含
む
都
内
62
団
体
中
、
奥
多
摩
町

の
年
間
受
け
入
れ
超
過
数
は
113
人
で
、

制
度
上
、
町
が
負
担
す
る
額
は
約
８００
万

円
と
、
都
内
で
は
１０
番
目
、
多
摩
地
域
で

は
９
番
目
、
西
多
摩
地
域
で
は
、
６
番
目

に
多
い
試
算
。
②
国
の
交
付
金
総
額
の

25
％
が
広
域
連
合
配
分
額
で
75
％
が
市

区
町
村
配
分
額
。
奥
多
摩
町
の
令
和
２
年

度
分
の
交
付
金
総
額
は
、
現
時
点
で
約

５００
万
円
と
推
計
、
内
訳
は
、
健
診
受
診
率

割
合
の
配
分
額
は
約
１０７
万
円
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
率
割
の
配
分
額
は

約
１７
万
円
、
施
設
偏
在
割
の
配
分
額
は

約
３７６
万
円
に
な
る
と
東
京
都
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
か
ら
報
告
さ
れ
た
。
③

恒
久
的
な
も
の
で
は
な
く
、
住
所
地
特
例

に
よ
る
財
政
負
担
不
均
衡
の
抜
本
的
な

解
消
に
は
、
法
改
正
が
必
要
と
考
え
る
。

他
の
自
治
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
法

改
正
も
含
め
制
度
の
見
直
し
を
求
め
て

い
く
。 

 

清新会 

小峰
こ み ね

 陽一
よういち

議員 

問 

令
和
元
年
10
月
の
台
風
に
よ
り
日
原
地
域
が

長
期
間
孤
立
化
し
た 

今
後
の
対
策
は 

答 

東
京
都
に
実
現
に
向
け
た
「
取
り
組
み
」、「
働
き
掛
け
」

を
行
い
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
く 

問 

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
に
お
け
る
住
所

地
特
例
に
つ
い
て 

答 

他
の
自
治
体
と
連
携
を
図
り
、
法
改
正
も
含

め
制
度
の
見
直
し
を
国
に
求
め
て
い
く 

公明党 

宮野
み や の

  亨
とおる

議員 
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質
問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
、

中
国
の
大
洪
水
や
東
ア
フ
リ
カ
、
南
米
、

中
国
東
北
部
に
お
け
る
バ
ッ
タ
の
同
時
多

発
的
大
量
発
生
に
よ
り
、
世
界
的
な
食
糧

危
機
の
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
食
糧

自
給
率
の
低
い
日
本
に
と
っ
て
は
他
人
事

で
は
な
い
状
況
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
現
在
、

奥
多
摩
町
で
は
農
業
推
進
協
議
会
を
立
ち

上
げ
、
農
業
の
推
進
及
び
振
興
、
有
効
利

用
推
進
の
た
め
の
活
動
を
し
て
い
る
。
政

府
は
、
農
地
バ
ン
ク
に
よ
っ
て
農
地
を
集

約
し
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化

を
加
速
し
て
い
き
た
い
考
え
が
あ
る
。
奥

多
摩
町
に
お
け
る
農
地
バ
ン
ク
事
業
の
効

果
、
今
後
の
展
望
な
ど
、
獣
害
対
策
と
絡

め
て
伺
い
た
い
。 

町
長
令
和
元
年
５
月
２３
日
付
け
で
農
地

中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
、
令
和
２
年
４
月

１
日
よ
り
農
地
バ
ン
ク
事
業
を
行
う
た

め
に
必
要
で
あ
っ
た
農
業
振
興
地
域
が

指
定
要
件
か
ら
除
か
れ
た
た
め
、
町
の
農

地
に
お
い
て
も
農
地
バ
ン
ク
事
業
を
行

う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
農
地
バ
ン
ク

事
業
は
農
地
利
用
集
積
・
集
約
化
を
進
め

る
事
業
で
あ
り
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
り
の

あ
る
農
地
が
必
要
で
あ
り
、
主
に
営
農
者

が
活
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
国
の
活

用
事
例
を
見
て
も
小
規
模
の
農
地
が
点

在
す
る
地
域
で
は
、
な
か
な
か
進
ん
で
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
自
家
消
費
用
の
野
菜
を
栽
培
し
て
い

る
町
の
状
況
で
は
、
農
地
の
集
積
・
集
約

化
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
農
地

の
有
効
活
用
を
図
る
観
点
か
ら
、
東
京
都

農
業
会
議
と
連
携
し
町
の
実
情
に
あ
っ

た
農
地
バ
ン
ク
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
農
地
バ
ン
ク

事
業
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
進
ん
で
い
る
の
で
、
引
き
続
き
獣
害
対

策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
農
地

の
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。 

 

質
問
い
ま
実
施
中
の
奥
多
摩
町
地
域
応

援
券
事
業
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
施
策
で

あ
る
が
、
町
内
に
は
「
交
通
弱
者(

日
常
的

な
移
動
手
段
の
な
い
人
）
」
や
「
買
い
物

難
民(

商
店
の
廃
業
や
交
通
網
の
不
足
に

よ
り
日
常
的
な
買
い
物
が
困
難
な
人)

」と

い
っ
た
課
題
が
あ
る
と
考
え
る
。
買
い
物

等
へ
行
け
な
い
町
民
が
一
定
数
い
れ
ば
、

そ
の
方
た
ち
は
地
域
応
援
券
の
利
用
が
で

き
ず
に
不
利
益
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
う

え
、
券
の
利
用
率
は
低
く
な
り
町
内
の
経

済
効
果
が
限
定
的
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま

う
。
以
下
、
問
い
た
い
。 

①
事
業
の
利
用
状
況
は
。 

②
外
出
が
困
難
な
環
境
に
あ
る
町
民
に
利

用
を
促
す
施
策
は
。 

③
仮
に
利
用
率
が
低
か
っ
た
場
合
の
、
事

業
委
託
料
の
余
剰
金
は
。追
加
施
策
等
は
。 

④
当
事
業
の
結
果
を
具
体
的
な
政
策
と
し

て
町
政
に
反
映
し
て
も
ら
い
た
い
。
当
町

に
お
け
る
「
交
通
弱
者
」「
買
い
物
難
民
」

の
問
題
に
つ
い
て
考
え
を
。 

町
長
①
11
月
末
時
点
の
、
応
援
券
交
付

状
況
91.6
％
、
お
お
よ
そ
の
利
用
率
で
あ

る
取
扱
店
の
換
金
率
21.8
％
。
必
要
に
応

じ
て
利
用
期
間
や
利
用
促
進
の
再
周
知

等
を
図
り
た
い
。
②
当
事
業
は
「
交
通
弱

者
」「
買
い
物
難
民
」
対
策
に
主
眼
を
お
く

も
の
で
は
な
い
が
、
交
付
率
は
高
く
、
多

く
の
町
民
に
利
用
い
た
だ
け
る
も
の
と

考
え
る
。
本
人
が
買
い
物
に
行
け
な
い
場

合
は
、
家
族
、
知
人
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
の
地
域
さ
さ
え
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業
の
利
用
を
検
討
い
た
だ
き
、
町
も
必

要
に
応
じ
て
周
知
し
た
い
。
③
交
付
実
績

が
高
く
、
余
剰
金
の
対
策
や
追
加
施
策
等

の
考
え
は
現
時
点
で
は
な
い
。
④
前
述
の

地
域
さ
さ
え
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

も
あ
る
も
の
の
、
広
大
な
行
政
面
積
、
集

落
の
点
在
、
過
疎
化
、
高
齢
化
等
、
町
特

有
の
事
情
に
よ
り
課
題
に
対
し
て
効
果

的
な
解
決
策
を
見
出
せ
な
い
が
、
国
、
都
、

他
自
治
体
等
の
動
向
や
情
報
の
収
集
を

行
い
、
研
究
を
重
ね
て
い
き
た
い
。 

問 

「
農
地
バ
ン
ク
事
業
」
の
活
用
に
つ
い
て 

答 

町
の
実
情
に
あ
っ
た
「
農
地
バ
ン
ク
事

業
」
の
あ
り
方
を
研
究
し
て
い
き
た
い 

問 

地
域
応
援
券
に
み
る
町
の
課
題
に
つ
い
て 

答 

応
援
券
利
用
者
は
多
い
と
考
え
る 

課
題
に
つ
い
て
も
研
究
を
重
ね
た
い 

幸福実現党 宇宙会 

森田
も り た

 紀子
の り こ

議員 

どんぐり 

伊藤
い と う

 英人
ひ で と

議員 
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、
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国
の
大
洪
水
や
東
ア
フ
リ
カ
、
南
米
、

中
国
東
北
部
に
お
け
る
バ
ッ
タ
の
同
時
多

発
的
大
量
発
生
に
よ
り
、
世
界
的
な
食
糧

危
機
の
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
食
糧

自
給
率
の
低
い
日
本
に
と
っ
て
は
他
人
事

で
は
な
い
状
況
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
現
在
、

奥
多
摩
町
で
は
農
業
推
進
協
議
会
を
立
ち

上
げ
、
農
業
の
推
進
及
び
振
興
、
有
効
利

用
推
進
の
た
め
の
活
動
を
し
て
い
る
。
政

府
は
、
農
地
バ
ン
ク
に
よ
っ
て
農
地
を
集

約
し
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化

を
加
速
し
て
い
き
た
い
考
え
が
あ
る
。
奥

多
摩
町
に
お
け
る
農
地
バ
ン
ク
事
業
の
効

果
、
今
後
の
展
望
な
ど
、
獣
害
対
策
と
絡

め
て
伺
い
た
い
。 

町
長
令
和
元
年
５
月
２３
日
付
け
で
農
地

中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
、
令
和
２
年
４
月

１
日
よ
り
農
地
バ
ン
ク
事
業
を
行
う
た

め
に
必
要
で
あ
っ
た
農
業
振
興
地
域
が

指
定
要
件
か
ら
除
か
れ
た
た
め
、
町
の
農

地
に
お
い
て
も
農
地
バ
ン
ク
事
業
を
行

う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
農
地
バ
ン
ク

事
業
は
農
地
利
用
集
積
・
集
約
化
を
進
め

る
事
業
で
あ
り
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
り
の

あ
る
農
地
が
必
要
で
あ
り
、
主
に
営
農
者

が
活
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
国
の
活

用
事
例
を
見
て
も
小
規
模
の
農
地
が
点

在
す
る
地
域
で
は
、
な
か
な
か
進
ん
で
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
自
家
消
費
用
の
野
菜
を
栽
培
し
て
い

る
町
の
状
況
で
は
、
農
地
の
集
積
・
集
約

化
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
農
地

の
有
効
活
用
を
図
る
観
点
か
ら
、
東
京
都

農
業
会
議
と
連
携
し
町
の
実
情
に
あ
っ

た
農
地
バ
ン
ク
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
農
地
バ
ン
ク

事
業
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
進
ん
で
い
る
の
で
、
引
き
続
き
獣
害
対

策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
農
地

の
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。 

 

質
問
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ま
実
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中
の
奥
多
摩
町
地
域
応

援
券
事
業
は
と
て
も
あ
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が
た
い
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で
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が
、
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に
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通
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日
常
的
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動
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の
な
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商
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廃
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や
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通
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不
足
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な
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困
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、
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こ
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え
、
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の
利
用
率
は
低
く
な
り
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の
経

済
効
果
が
限
定
的
な
も
の
に
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し
ま

う
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以
下
、
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た
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①
事
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出
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困
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な
環
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に
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る
町
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に
利
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を
促
す
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に
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か
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た
場
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の
、
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委
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の
余
剰
金
は
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は
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当
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な
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と
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も
ら
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。
当
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に
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る
「
交
通
弱
者
」「
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民
」

の
問
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に
つ
い
て
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え
を
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長
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11
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末
時
点
の
、
応
援
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交
付

状
況
91.6
％
、
お
お
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そ
の
利
用
率
で
あ

る
取
扱
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の
換
金
率
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％
。
必
要
に
応

じ
て
利
用
期
間
や
利
用
促
進
の
再
周
知

等
を
図
り
た
い
。
②
当
事
業
は
「
交
通
弱

者
」「
買
い
物
難
民
」
対
策
に
主
眼
を
お
く

も
の
で
は
な
い
が
、
交
付
率
は
高
く
、
多

く
の
町
民
に
利
用
い
た
だ
け
る
も
の
と

考
え
る
。
本
人
が
買
い
物
に
行
け
な
い
場

合
は
、
家
族
、
知
人
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
の
地
域
さ
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え
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
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ア

事
業
の
利
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を
検
討
い
た
だ
き
、
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も
必

要
に
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じ
て
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し
た
い
。
③
交
付
実
績

が
高
く
、
余
剰
金
の
対
策
や
追
加
施
策
等

の
考
え
は
現
時
点
で
は
な
い
。
④
前
述
の

地
域
さ
さ
え
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

も
あ
る
も
の
の
、
広
大
な
行
政
面
積
、
集

落
の
点
在
、
過
疎
化
、
高
齢
化
等
、
町
特

有
の
事
情
に
よ
り
課
題
に
対
し
て
効
果

的
な
解
決
策
を
見
出
せ
な
い
が
、
国
、
都
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他
自
治
体
等
の
動
向
や
情
報
の
収
集
を

行
い
、
研
究
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が
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こ
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、
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が
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が
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で
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獣
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対
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を
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と
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に
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な
農
地

の
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る
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う
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用
集
積
・
集
約
化
を
進
め

る
事
業
で
あ
り
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
り
の

あ
る
農
地
が
必
要
で
あ
り
、
主
に
営
農
者

が
活
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
国
の
活

用
事
例
を
見
て
も
小
規
模
の
農
地
が
点

在
す
る
地
域
で
は
、
な
か
な
か
進
ん
で
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
自
家
消
費
用
の
野
菜
を
栽
培
し
て
い

る
町
の
状
況
で
は
、
農
地
の
集
積
・
集
約

化
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
農
地

の
有
効
活
用
を
図
る
観
点
か
ら
、
東
京
都

農
業
会
議
と
連
携
し
町
の
実
情
に
あ
っ

た
農
地
バ
ン
ク
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
農
地
バ
ン
ク

事
業
を
は
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さ
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ざ
ま
な
取
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組
み
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進
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る
の
で
、
引
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続
き
獣
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対
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を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
農
地

の
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。 

 

質
問
い
ま
実
施
中
の
奥
多
摩
町
地
域
応

援
券
事
業
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
施
策
で
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バ
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ク
事
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」
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用
に
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い
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「
農
地
バ
ン
ク
事
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」
の
あ
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方
を
研
究
し
て
い
き
た
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多
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も
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究
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た
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 紀子
の り こ

議員 
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い と う

 英人
ひ で と

議員 
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質
問
農
民
運
動
全
国
連
合
会
が
実
施
し

た
学
校
給
食
パ
ン
の
除
草
剤
残
留
調
査
で

は
、
輸
入
小
麦
を
使
用
し
て
い
る
場
合
、

発
が
ん
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
グ
リ
ホ
サ

ー
ト
が
検
出
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

国
内
産
小
麦
や
米
粉
を
使
用
す
る
製
品
で

は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
パ
ン
は
、
100
％

国
内
産
小
麦
か
米
粉
を
使
用
し
た
も
の
が

望
ま
し
い
と
言
え
る
。
ま
た
、
国
の
第
３

次
食
育
推
進
基
本
計
画
で
は
、
学
校
給
食

の
地
場
産
品
の
使
用
割
合
を
30
％
以
上
、

国
産
食
材
は
80
％
以
上
と
い
う
目
標
を

掲
げ
て
い
る
。
保
護
者
か
ら
は
、
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
給
食
を
推
進
し
て
ほ
し
い
と
い
う

意
見
も
あ
る
。
以
下
質
問
す
る
。
①
食
材

の
安
全
性
に
つ
い
て
、
給
食
に
お
け
る
パ

ン
や
麺
の
原
料
と
肉
・
魚
・
野
菜
な
ど
の

産
地
、
東
京
都
学
校
給
食
会
が
提
供
し
て

い
る
食
材
の
残
留
農
薬
の
検
査
結
果
。
②

地
産
地
消
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
奥
多

摩
産
・
国
産
の
も
の
そ
れ
ぞ
れ
食
材
・
使

用
頻
度
・
割
合
。
③
奥
多
摩
町
で
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
給
食
を
進
め
る
上
で
の
課
題
。 

教
育
長
①
米
・
牛
乳
・
肉
・
う
ど
ん
が

100
％
国
産
、
野
菜
・
果
物
は
90
％
以
上

が
国
産
、
パ
ン
と
中
華
麺
は
全
て
輸
入
小

麦
を
使
用
し
た
国
内
生
産
品
。
魚
は

80
％
以
上
が
輸
入
、
使
用
頻
度
も
同
様
。

東
京
都
学
校
給
食
会
は
残
留
農
薬
結
果

を
非
公
開
と
の
回
答
。
今
後
、
よ
り
安
全

な
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、
経
費
は
か
さ

む
が
国
産
小
麦
を
使
用
し
た
パ
ン
等
を

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。
②
地
産
地
消
の

取
り
組
み
は
、
生
産
量
の
問
題
等
も
あ
り

使
用
頻
度
は
少
な
い
。
今
年
度
は
治
助

芋
・
大
根
・
ゆ
ず
・
サ
ツ
マ
イ
モ
を
そ
れ

ぞ
れ
一
回
ず
つ
使
用
。
③
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

給
食
の
導
入
は
、
提
供
先
が
少
な
く
、
安

定
的
な
供
給
が
困
難
で
あ
る
こ
と
や
高

価
な
食
材
が
多
い
こ
と
等
か
ら
全
面
的

な
導
入
は
現
状
で
は
困
難
。
今
後
も
、
国

内
産
や
奥
多
摩
産
の
食
材
を
可
能
な
限

り
増
や
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。 

 

                            

 

11

月  

 

２
日 

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促
進 

 
 
 

協
議
会
第
３
委
員
会 

３
日 

教
育
文
化
活
動
奨
励
証
授
与
式 

10
日  

瑞
穂
町
町
制
施
行
80
周
年
記
念 

式
典 

12

月  

 

17
日 

歳
末
た
す
け
あ
い
配
分
会 

19
日 

 

福
生
市
市
制
施
行
50
周
年
記
念
式

典 

1

月  

15
日 

西
多
摩
郡
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

（
書
面
開
催
） 

19
日 

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促
進 

 
 

 
 

協
議
会
第
２
委
員
会
（
書
面
開
催
） 

21
日 

三
多
摩
消
防
運
営
協
議
会
第
二
部
会 

28
日 

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促
進 

 
 

 
 

協
議
会
第
１
委
員
会
（
書
面
開
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） 

29
日 

三
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摩
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下
水
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道
路
建
設
促
進 

 
 

 
 

協
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会
第
３
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員
会
（
書
面
開
催
） 

 

 

 

問 

学
校
給
食
に
つ
い
て 

日本共産党 

大澤
おおさわ

由
ゆ

香里
か り

議員 

答 

よ
り
安
全
な
給
食
に
す
る
た
め
、
国
産
小
麦
を

使
用
し
た
パ
ン
等
を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い 

 
次回３月定例会日程（予定） 

議会運営委員会 ２月２６日（金） 

本会議     ３月 ５日（金），９日（火），１１日（木）一般質問，１８日（木） 

予算特別委員会   １２日（金），１５日（月） 

陳情受付期間 ２月１７日（水）までに直接お持ちください。 

会議の予定は変更になる場合があります。詳細は、下記までお問い合わせください。 
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国
内
産
小
麦
か
米
粉
を
使
用
し
た
も
の
が

望
ま
し
い
と
言
え
る
。
ま
た
、
国
の
第
３

次
食
育
推
進
基
本
計
画
で
は
、
学
校
給
食

の
地
場
産
品
の
使
用
割
合
を
30
％
以
上
、

国
産
食
材
は
80
％
以
上
と
い
う
目
標
を

掲
げ
て
い
る
。
保
護
者
か
ら
は
、
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
給
食
を
推
進
し
て
ほ
し
い
と
い
う

意
見
も
あ
る
。
以
下
質
問
す
る
。
①
食
材

の
安
全
性
に
つ
い
て
、
給
食
に
お
け
る
パ

ン
や
麺
の
原
料
と
肉
・
魚
・
野
菜
な
ど
の

産
地
、
東
京
都
学
校
給
食
会
が
提
供
し
て

い
る
食
材
の
残
留
農
薬
の
検
査
結
果
。
②

地
産
地
消
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
奥
多

摩
産
・
国
産
の
も
の
そ
れ
ぞ
れ
食
材
・
使

用
頻
度
・
割
合
。
③
奥
多
摩
町
で
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
給
食
を
進
め
る
上
で
の
課
題
。 

教
育
長
①
米
・
牛
乳
・
肉
・
う
ど
ん
が

100
％
国
産
、
野
菜
・
果
物
は
90
％
以
上

が
国
産
、
パ
ン
と
中
華
麺
は
全
て
輸
入
小

麦
を
使
用
し
た
国
内
生
産
品
。
魚
は

80
％
以
上
が
輸
入
、
使
用
頻
度
も
同
様
。

東
京
都
学
校
給
食
会
は
残
留
農
薬
結
果

を
非
公
開
と
の
回
答
。
今
後
、
よ
り
安
全

な
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、
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費
は
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さ
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が
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小
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を
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等
を

取
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②
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取
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③
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困
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困
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編 

集 

後 

記 

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
翻
弄

さ
れ
た
一
年
で
し
た
。
皆
さ
ん
も
コ
ロ
ナ
禍

で
い
つ
も
と
違
う
年
末
年
始
を
過
ご
さ
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。 

今
年
こ
そ
は
、
何
が
何
で
も
コ
ロ
ナ
の
収

束
を
願
う
ば
か
り
で
す
。 

さ
て
、
今
年
の
干
支
は
、「
丑
年
」
で
す
が
、

丑
年
の
動
物
「
牛
」
は
、
農
耕
作
業
や
荷
物
を

運
ぶ
労
働
力
と
し
て
、
古
く
か
ら
人
々
の
生

活
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
動
物
で
し
た
。 

そ
の
辛
い
仕
事
を
我
慢
強
く
最
後
ま
で
手

伝
っ
て
く
れ
る
牛
の
働
き
ぶ
り
か
ら
、
丑
年

は
「
耐
え
る
」
年
で
、
十
二
支
の
２
番
目
の
干

支
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
年
蒔
い
た
種
が
「
芽

吹
く
」
年
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
年
を
越
し
て
も

猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
、
収

束
の
兆
し
は
見
え
ま
せ
ん
。 

町
民
の
皆
さ
ん
、
コ
ロ
ナ
疲
れ
の
毎
日
で

し
ょ
う
が
、
こ
こ
は
我
慢
の
時
で
す
。 

蒔
い
た
種
が
芽
吹
く
こ
と
を
信
じ
て
。 

（
高
橋 

邦
男
） 

 
     

伊
藤 

英
人    

相
田
恵
美
子 

      

宮
野 

亨 
 

 

小
峰 

陽
一 

経 済 厚 生 常 任 委 員 会 陳 情 審 査 報 告 

 ３ページに掲載した陳情第２号について１２月１５日の本会議終了後、委員及び関係者の出席を求めて審

査を行った。委員会に先立ち、正副議長・委員長により、奥多摩病院の再編・統合の考えを現町長に確認を

したところ、前町長と同様に「地域の中核病院と位置付けられており、今後、より効率的な病院として議論す

ることはあっても、廃止に向けた検討を行うことは考えていない。」と回答があった。また、厚生労働省の再編

先送りに全国知事会より「再編先送りは評価する。新型コロナウイルス感染症対策をはじめ、医療の砦をいか

に守るか、地方の意見を十分に踏まえて、検討してほしい。」とのコメントが発表されている。 

開会に先立ち、奥多摩病院井上院長に、「奥多摩病院の現状と将来について」のお話を伺い、過疎化、高

齢化が進み医療機関の脆弱な当町において、奥多摩病院は、乳幼児から高齢者まで、在宅の看取り、救

急、福祉施設等、多岐にわたって対応していることなど、目指す医療は、「奥多摩で生まれ、育った皆様に寄

り添い、見守り、最期は奥多摩で看取っていく」事であると説明を受け、院長の考えに一人の町民として、頼

もしくもあり、ありがたいと率直に感じた。また「東京都地域医療構想調整会議<西多摩>(以下、「調整会

議」という)」では「奥多摩病院の存在意義は、議論するまでもなく必要である。」との意見があり、満場一致で

了承された。次に病院事務長の説明では、「都道府県において『経済財政運営と改革基本方針２０１９』にお

ける一連の記載を基本として、調整会議での議論を進めるよう、お願いする。」としている。その後、新型コロ

ナウイルス感染症の状況を踏まえ、「２０１９年度中とされた再検証等の期限については、厚生労働省におい

て改めて整理する。」とされ、以降の具体的な動きはないと説明を受けた。次に議会事務局から、同じく公表

された八丈町の動きはないとの報告があった。報告後、審査に入り委員に意見を求めた。 

※「採択」の意見は次のとおり。 

◎国は撤回していない。コロナ禍で改めて必要性を感じる。議会として意思表示をした方が地域医療機関を

守りたいとの考えが強く伝わる。 

◎前回陳情は国に対して、今回は都に対して。都は都立病院の独立行政法人化を進めており、無くす事はな

くても削減の可能性がある。調整会議でも必要と言っており、後押しするため。 

※「趣旨採択」の意見は次のとおり。 

◎国は、調整会議で議論するようにとのことで廃止を考えているのではなく、無駄を見直すことにあると思う。

都知事も町長も廃止する考えはない中で、提出することはどうかと考える。 

◎全国知事会でもコメントを出しており、東京都も町も存続を考えているため。 

◎町民にとって大切な病院であり、現在も存続と充実を図っている。 

以上のような意見が出され、採決の結果、当委員会は、陳情第２号について「趣旨採択」と決定した。尚、

議会・町としても町民に説明が必要との意見が多数あり、広報等で説明することが望まれるとした。 

令和 3年 2月5日発行 町 議 会 だ よ り 第 196 号（10）


